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の 起源 一 リグ ヴェ ー ダ 信 


リグ ヴェーダ (RV) に は 複数 の 創造 説 が 見 られ る が , その よう な 主題 の 下 に 歌わ れ た 讃歌 
(Sgkts) と し て , 特に , 6 編 が 有名 で ある : X81.82 (Visvakarman ) , 121 
_ (Hiranyagarbha), X 90 (Purusa), X 129?、。 お よび , ここ に 取り 上 げ る XX72 (“Devah”) 
で ある 。 人間 の 祖 Martanda の 誕生 が Aditya 神 た ちの サー クル 中 で 語ら れる この 讃歌 に は 多 
く の 研 究 ・ 翻 訳 が 論 及 す る が , それ ら に 関し て は 比較 的 最近 の 論文 ? に 譲り , 従来 指摘 され て 
こ な か っ た 事柄 を 中 心 に 翻訳 と 注記 と を 提示 し た い 。 


1 gev27 の 7 777 DP277 /27 の の 7 の Yoc の 7 の の 7 の 2 | 
7 ん 7776y4 SS の 777726577 ア 2 327 27727e yzge 


神々 の (諸々 の ) 生れ を , 今 , 我々 は 
公言 し よう , 遇 揚 の 中 に , 

(以下 に ) 言 挙 げ さ れる (諸々 の ) 讃 辞 の 中 に , 

ひと が も し , (この ) 後 の 代 ( 世 ) に 見 る こと に な る な ら ば 。 


讃 責 (Sukta) の 主題 が 提示 され る 。 Aorist 1 人称 複 数 形 み 4 vocgzg は Konjunktiv 
(subjunctive) と 考え る の が 無難 で あり ,^ その 場合 , 機能 と し て は (現在 の ) 意志 
(voluntativ "これ か ら … する ぞ 」) が 想定 され る 。Medium 形 で は な い の で , 「… し よう 
で は な いか 」 と いう 呼び か け の 意味 に は 取り 難い 。 同 様 の 場面 で は , 動作 と 同時 に 発 語 され る 


場合 (Koinzidenzfall) に 用 いら れる Injunktiv が 現れ る こと も 多い の で , 4 yocgzg に は 


Injunktiv の 可能 性 も ある 。” その 場合 に は 「 今 , 我々 は [ここ に ] 公言 する 」 と 訳 さ れる 。 
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性 名 詞 . 放 g- (RV, AV, SB) は 一 般 に 「 誕 生 , 発生 出生 場所 」 と 解 選 され て いる が , 
語形 の 形成 法 が 一 義 的 で な く ,? 語義 も 完全 に は 把握 し きれ な い , 例え ば 「 生 まれ 方 。 素性 」 
が 意図 され て いる 可能 性 も ある 。 


「 中 揚 の 中 に 」 | と 訳 し た ypgzy の 2 は 語根 yy 「 が た が た 震え る 」 か ら の 派生 ypgzy2- の 
Tnstrumental で , が た が た 震え る こと を 伴っ て , … 状 態 で 」 を 意味 し , RV の 詩 を 「 見 る 」 
( 感 得 する ) 詩人 (zzv た 「 見 る 人 」, が sz-「 荒 お れる 者 」",。 ャ あ -, y か 7- 「[ 興 奮 , 遇 揚 に ] 打ち 
岩 え る 者 」) の 精神 品 揚 ・ 興 稚 状 態 を 表わす 。" その よう な 精神 状態 で 祭 官 ・ 詩 人 が 「 見 た 」 こ 
と ば に は , 正しく 発 語 さ れ た 時 に 発現 する 実現 力 (4zaz-)" が あり , 真実 (szp4-) や で ある 。 


辺 pg の 27 277ore ge の 解釈 は 一 様 で は な い 。y?4 ヵ は 単独 で 仮定 を や 合意 し , 「 ひ と が も 
し 」 と 訳せ る 場合 が 多い が (konditional),“ その 場合 に は , 以下 に 歌わ れる 詩 を 予め 念頭 に 
お いて の 表現 , また は , 視点 を 神々 の 誕生 時 に お いて , その 時 点 (過去 ) か ら 見 た 未来 

(Konjunktiv 3 人 称 現在 py の 機能 は prospektiv) と し て 表現 し て いる も の と 考え られ 
る 。 こ の 場合 に は 7e yge 「 後 の 世代 に 於 いて 」 は , 詩人 た ちの 世代 ( 今 ) を 意味 する 。 
GELDNER 訳 は これ に 基づく 。 第 二 の 可 能 性 は 4 ヵ に final (目的 節 ) の 含意 を 想定 し , 「 ひ と 
が (誰か が ) 後 の 世 (未来 ) に [この 讃歌 を ] 見 る ( 目 に する ) こと に な る よう に 」 と 解釈 す 
る こと で ある 。 こ の よう な 目的 節 の 場合 に は Z が 一 般 的 で ある が , ヵ 47 に は 更に 「 誰 か が 」 
の 意味 が 込め られ て いる と 説明 する こと が で きる 。HETTRicg (一 注 11) 623 は ヵ - の 含意 に 
多様 性 を 認め . この 立場 を 取る : “damit sie (auch) einer im spateren Zeitalter (noch) 
erschaue"。FALK は これ に 従う 。 た だ し , ヵ み 4- が final の 機能 を 持つ 例 は 他 に 挙げ られ て いな 
い 。 こ の 場合 に は , Konjunktiv の 機能 は 未来 (prospektiv) と も ゃ も 話 者 の 意志 (voluntativ) 
と も 解釈 可能 で ある 。 こ の 解 札 に よれ ば , 神代 (創世 の 時 ) 一 詩人 た ち が 讃 歌 に よっ て 公言 
する 今 一 讃 歌 を 誰か が 理解 する 未来 , の 3 つの 時 代 が 考え られ て いる こと に な る 。" 


チア ア ロ 13 『 を aaae 
2 の 727 の 9 P の 7 が 7 6 万 s の 7 ん 2777 の 7 の 72 の 7277g7 | 
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人 類 と 死 の 起源 一 リグ ヴェ ー ダ 創造 讃 王 X 72 一 (後藤 敏文 ) (417) 
brahman の 主 が これ ら を 
時 福 屋 の よう に 溶融 (鍛造 ) し た 。 
神々 の 原初 の 代 ( 世 ) に 於 いて , 
非 存在 か ら 存在 が 生ま れ た 。 


創造 の 第 一 段階 が hmperfekt に よっ て 述べ られ る 。TImperfekt は (遠い ) 過去 を 表現 する 
場合 に 用 いる 代表 的 カテ ゴリ ー で ある 。sgz- の zz は 鍛冶 屋 の 作業 に つい て 用 いら れる 
動詞 で , 一 般 に 「 深 接する 」 と 解 息 さ れ て いる が ,*" 本 来 , 金属 を 得る 精錬 の 為 に 「( 埋 増 の 
中 で 原材料 を ) 溶かし 合わ せる , 完全 に 溶融 する 」 を 意味 し た も の と 思わ れる 。" 古 イ ンド 
アー リヤ 語 で は , 一 連 の 作業 の 中 , 始め の 特色 的 な 行 作 を 意味 する 単語 斉 によって, 引き 続く 全 
作業 工程 を 表す 和 法 が 発達 し て いる の で , 塗 か し 合わ せる , 完全 に 溶融 する 」 に よっ て 鍛 
冶 仕事 の 全 行 程 が 含意 され て いる と 解 息 す べき で あろ う 。「 こ れ ら を 」(ー 注 13) の 指示 する 
内 容 は , 1a に 述べ られ た /2z2「 神 々 の (諸々 の ) 生れ 」, また は , 「 こ れ ら ( 皆 の 知っ て いる ) 
"Acfeer 1 のち し と 466 の 2P の 

然 に 思わ れる 。“* 


次 融 ・ 鍛 造 に よっ て 世界 を 創っ た 創造 主 が 472z2sp27-「 が 2pogz- の 主 」, 即ち 祭 官 た ち 
を 祭 紀 た らし め て いる 力 , 正しく 形づくら れ た こと ば が 正しく 発 語 され た 時 に 働く 「 こ と ば の 
実現 力 」(-> 注 9) を 司る 神 で ある 。 と いう こと は ,。 祭 官 た ちの 用 いる こと ば が これ ら 現実 の 
諸 存 在 を 溶融 ・ 鍛 造 し た こと に な る 。 背 景 に は 「 こ と ば に よる 創造 」 と いう 観念 の 存在 が 想定 
され る 。" 


cd は こと ば に よる 諸 存 在 の 溶融 ・ 鍛 造 」 を 「 非 存在 か ら の 存在 の 誕生 」 と 具体 的 に 「 解 
き 明か し 」 て いる 。 こ の よう な , 詩 館 rc) の 前 半 (ab) と 後半 (cd) と の 関係 は , この 詳 
歌 全体 に 一 貫 し て 見 られ る 。 即ち, 2cd 以降 に は , 前 詩 節 の cd の 内 容 を 受け て ab に 繰り 返 
し , cd を 叔 げ る , と いう 鎖 型 の 構成 が 顕著 で ある (2 一 3, 3 一 4, 4 一 5 : 6 へ 7, 8 て 9) 。 従 っ て , 
2ab は 既知 の テー ゼ を 先ず 呈示 し た も の で あり , 2cd 以降 が この 讃 溶 歌 の 本 令 が まあ 。 20D2 
歌い (解き ) 接 い で 展開 され た 部 分 で は な いか と 考え られ る 。2cd 以降 に 述べ られ る 創造 過程 
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が 誕生 説 に よる も の で ある 点 ゃ も , これ と 符合 する 。 み 2 み g7g 「 生 まれ た , 産ま れ た 」 は , 2cd, 
3ab まで は , 特に 生殖 に よら な い 一 般 的 な 表現 と する 解釈 を 許容 する が , 3cd に 至っ て 出産 を 
調 2 こ と が 明確 に 打ち 出さ れる 。 


この よう な 仮定 に 立っ た 場合 , 2ab の 「 こ と ば に よる 溶融 ・ 鍛 造 説 」 は , そもそも ゃ , 
Visvakarman に 向け られ た 創造 讃 王 双 81 を 念頭 に 置い て いる の で は な いか , と いう 問い が 提 
起 さ れる 。 即 ち , 同 讃 柚 に お いて は , Rsi で あり , 祭 官 た ちら の 父 で あり , Hotar と し て 座 を 占 
め た (1b : 7 6 か 7 の 2 ヵ y の の 27 pg が ) Visvakarman 「 す べ て を 作る 者 」 に は , 

祭 官 の こと ば 」 と いう 性 格 が 明瞭 に 農 さ れ て お り , 最終 第 7 歌 で は ygc4s p47- 「 こ と ば の 
主 」 と 呼ば れ て いる 。 浴 柄 ・ 鍛 造 は その 第 3 歌 に 述べ られ る : XX81.,3 sy472cg ん s7 2 
7 ん 3722//77/777 の | ャ iv27o の 77。 2 vv2725p27 | sg の p2 が 2 の 27 の 472 S の 7 の の 279 が | 
みあ 2 7 の on deyg 9ko ヵ 「[ 彼 は ] あら ゆる 方 向 に 視覚 を も ち , また , あら ゆる 方 向 に 
顔 ( 口 ) を も つ , あら ゆる 方 向 に 腕 を もち, また , あら ゆる 方 向 に 足 を も つ 。[ 彼 は ] 両 腕 に 
よっ て , 溶融 ・ 鍛 造 す る , 翼 た ち ( 風 を 送り 込む 為 の 道具 , 一 注 15) に よっ て [溶融 ・ 鍛 人造 
する ], 唯一 の 神 と し て , 天 と 地 と を 生み 作り な が ら 」。 こ の 7 の gz 「 生 み 作 りな が ら 」 を 根 


拠 に , XX72 の 詩人 た ち は 生 殖 ・ 出 産 説 へ と 転換 し , 自説 を 展開 し た と いう 可能 性 が 考え られ る 。 


また , 同 詩 節 の yy47zs-pg の 9- 「 あ ら ゆ る 方 向 に 足 を も つ 」 ゃ , 率 72,3d zz2z2-pg の - 「 足 (の 
裏 ) を 上 向き に 拡げ た 」 の 基 に 意識 され て いた 可能 性 が ある 。 要する に , XX72 は XX81 を 前 提 
と し , これ に 対抗 し て Aditya 神 た ちの サー クル の 中 で 独自 の 創造 説 ( 母 か ら の 創造 ) を 打ち 


出し た , と 考え る べき こと が 示唆 され る 。 4 


6 部 旬 い 間 
か / ee 
た い の の と AMP ずみ 7 の 
介 


3 gev み 2 了 ア Mg6 の 7 の 7772777@6 4259727 2 727272 | 
2 が 2 の 7 の の 772 72 72 の pg の gy p の 7 


神々 の 最初 の 代 ( 世 ) に 於 いて , 
非 存 在 か ら 存 在 が 生ま れ た 。 
それ に 引き 続き , (諸々 の ) 領域 が か 生まれ た 。 
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その 際 , 足 ( 足 の 裏 ) を 上 向き に 広げ た 者 か ら 。 


第 2 歌 の 後半 を 殆ど その まま 受け て , 更に , 世界 創造 の 第 二 段 階 , 領域 ・ 空 間 の 発生 が 語 
れる 。 第 2 歌 か ら 第 5 歌 ま で は , 先行 する 歌 の 後半 部 を 受け て , 前 半 部 を 歌い , これ に 新た な 
後半 部 を 付け る , と いう 形式 を と っ て いる (この 構造 は , 6 以下 で も , それ ほど 直接 的 で は な 
い が 。, 基本 的 に は 踏襲 され て いる ) 。 4 人 の 学者 ・ 詩 人 に よる 「 尻 取り 連歌 形式 , を 用 いて 
(ある い は , その 形式 に 仮 託し て ) 神々 の 誕生 まで を 歌っ た も の と 考え る と , 構造 が 無理 な く 
理解 で きる 。? 「 


FALK は z72z2- の 用 例 を 詳し く 検 討 し て , zzz2zg の - を 「 足 (の 裏 ) を 上 向き に 拡げ た 」 

と 解 し , THEMg 等 が 主張 する , 跳 い て する お 産 の 北 , と する 説 を 否定 し て , 「 逆 向き の 者 
(空間 ) か ら 再 びそ れ (存在 ) が [生じ し た]」 と 解 収 する 。 し か し , 2 の go の - の 意味 は そう 
理解 すべ き で ある と し て も ゃ ,?? また , どの よう な 姿 葵 で お 産 が 為 さ れ た に し て も , 出産 を 意図 
する こと を 否定 する も の で は な い 。2d で 提起 され た みみ eg 「 生 まれ た 」 を 「 お 産 に よっ て 産 
まれ た の だ 」 と 具体 的 な 意味 に 転換 し , 創造 の 第 二 段 階 を 述べ る 経緯 の 解釈 に つい て は 第 2 歌 
の 項 で 触れ た 。 次 歌 で 歌わ れる Aditi か ら Daksa が 生じ る 過程 も , 出産 に よる も の で ある 。 
(領域 ・ 空 間 」 を 意味 する 2 は 7 が zs- 「 傾 域 , 空間 」 と 異な り 稀 な 語 で , 宇宙 論 や 宇宙 創造 
説 に お いて 積極 的 な 役割 を 負う 語 で は な い 。 


4 5 72772 77272 の 9 の O 62 862 の の 72772 | 


277e7 の 7 ん KsyO 72 の 7 252 9277 p の 7 


地 が 足 ( 足 の 裏 ) を 上 に 広げ た 者 か ら 生ま れ た の だ 。 
地 か ら (諸々 の ) 領域 が 生ま れ た 。 

Aditi (' 無 拘束 」2) か ら Daksa (' 能 力 」) が 生ま れ た 。 
Daksa か ら は , また , Aditi が 。 
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3cd を 受け て , 「 空 間 」 の 中 身 を 具体 的 に 提示 する 。 発生 過程 の 「 報 告 」 は 基本 的 に 
hnperfekt に よっ て 述べ られ て いる が , 4a / 訪 6 は 唯一 の Perfekt で ある 。「 産 まれ て , 現在 
ゃ ある 」 意 味 の resulativ の 機能 を 想定 すべ き で あろ 2? う (確認 Konstatierung の Perf. の 可能 
性 も ある 。Cf. 確 認 の Aorist が gzzsfg 5a) 。 最 終 的 に は 天 ・ 空 ・ 地 の 三界 が 生ま れ た 管 で ある 
が , 先ず 始め に 地 が で き , それ か ら 諸 空間 が 生ま れ た と され る 。RV に は , 神 (特に Indra, 
さら に Varuna な ど ) が 地 を 拡げ 天 を 突っ 張っ て 支え た , 天 (と 地 と ) を 突っ 張っ て 離し た , 
天 を 支柱 で 支え た , と いう 表現 が 多く み ら れ る が (例え ば , szzzp「 力 む お , カ ん で 突っ 張る 」, 
sz の が 「 [支柱 で ] 支え る , 突っ 張る 」 の 用 例 の 多く を 見 よ ), これ ら ゃ , 天 が 押し 上 ば げ られ , 
地 と の 間 に 中 空 が 生じ し た, と 解 息 す れ ば , 始め に 地 が 生じ た と いう 観念 に 連 加 な る 。 


ここ 新た な テー ゼ と し て 提出 され る の は , Aditi 一 Daksa 一 Aditi と いう 発生 過程 で 
ある 。 神秘 的 循環 発生 」 など と 称 さ れる こと や も ある が , 現実 に 「 卵 か ら 鶏 が , 凌 か ら 卵 が 」 
発生 する 過程 (biiamkuranyaya 「 種 子 と 芽 の 理 届 」, cf. GELDNER Kosmogonie [一 注 1] 
5) が 考え られ て いる と 解 息 すべ き で あろ う 。 つ まり , 始め の Aditi と Daksa か ら 生 まれ た 
Aditi と で は 代 が 異な る 。 第 5 歌 以降 で は , 第 2 の Aditi (Daksa の 娘 ) か ら , Aditya 神 た 
ち (その 末弟 が また Daksa) と Martanda が 誕生 する 次 第 が 語ら れる 。 第 2 の Aditi と 
Aditya 神 た ちの 末尾 (第 7 番目 ) に 位置 する Daksa が 人 に 知ら れる 具体 的 な 神 で ある の に 対 
し , 第 1 の 42 が - と , ここ に 歌わ れる g4se- と は 抽象 的 な 存在 ・ 原 理 で あり , それ ぞ れ 語 

通り 「 無 拘束 , 目 由 」 な いし 能力 」 を 指す と 推測 され る 。Daksa の 兄弟 へ の 言及 は な い 。 
その 際 , 4z- 「' 無 拘束 (と いう 女 )」 は , 3c と 4a に 言わ れる 「 足 の 裏 を 上 向き に 広げ た 」 
で あり , お そら く 3b (2d) の 原初 の 4sg7 を 具体 的 に 解い た も の と 考え られ る 。 gsg- 「 能 力 」 
と は , 後に 触れ る Aditya 神 た ちの 性 格 か ら 判 断 し て , 社会 の 中 で 担う , 職業 的 能力 ・ 技 量 を 
詩 う も の と 推定 され る 。 こ の 文脈 で は , 具体 的 に , 祭 官 の も つ "こと ば に よる 実現 力 」 

(pg@ が gz-) が 1b の 「 鍛 容 屋 」 の 能力 に 比 せ られ て 想定 され て いる も の と 思わ れる 。 さらに 。, 
この 224 な sg- 「 能 力 」 は も の を 産み 出す 「 地 」(4a) で あり , 3b (2d) に 挙げ られ た s4z を 具体 
的 に 表す 。 244 が - と g4sg- の 両 概念 は 交互 に 出生 を 繰り 返し 円 環 的 完結 を 成す 。 


A 一 B 一 A と いう 一 巡 の 背 長 に は , 一 度 完結 し た 円 陣 は 完全 な も の と し て 永遠 で ある , 
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と いう 観念 が 想定 され る 。 例えば, svg が sg7@- 「 一 年 , 一 年 間 」 は yzsg72- 「 年 , 一 年 」22 の 


時 の 巡り の 完全 な 完結 を 言う 語 で あり , 一 年 の 終わ り が 次 の 一 年 の 始ま り に 重ね られ て , 永遠 


の 時 ・ 継 続 を 保証 する 。 ぞ Purusa-Sukta (X90) の 有名 な Purusa 一 Viraj 一 Purusa と 
いう 発生 過程 も 同様 に 理解 すべ き で ある 。 同 讃歌 中 の Purusa は 代 を 重ね て いる 。 ダ 男性 原 


理 Purusa に 始ま り Purusa に 完結 する X90 に 対し , 当 讃 王 双 72 の 創造 説 は , 女性 原理 Aditi 


に 始ま り Aditi で 結ば れ て いる 。 こ の こと は , 末子 Daksa の 役割 が 末子 相続 を 反映 する 可能 
性 と 相 師 っ て , 母系 制 の 存在 を 背 景 と し て 語ら れ て いる 可能 性 を 示唆 する 。Aditya 神 た ち を 
る 神話 全体 に つい て も , 母系 の 要素 が 指摘 で きる よう に 思わ れる 。 ま た, Purusa の サイ ク 
ル と Adih の サイ クル と を Aditi = Viraj と いう 式 を 導入 する こと に よっ て 結合 する 試み が 為 
され た こ と に つい て は , 注 21 に 触れ た 。 本 讃 王 に は , こう し た 永遠 に 継続 する 円 環 の 観念 の 
他 に , 始 源 へ の 回 帰 と いう 円 環 的 歴史 和 観 が 見 られ る 。 第 9 歌 に つい て の 項 と 注 34 を 参照 され 


た い 、。 


5 4 の 太 ル の 27757 22 ん sg y2 g の 7 褒 太 yg | 


2 dev2 の y の の 77 52 の 2 gz7722gz の gyg 


Aditi は 実に 生ま れ た の だ , 

Daksa よ , 君 の 娘 で ある [Aditi は ]。 

彼女 に 引き 続き , 神々 が 生ま れ た 。 

壮 を も ゃ もたらし, 不死 を 林 累 に も やつ [神々 ] が 。 


ab に お いて , 直前 の 4d に 述べ られ た Daksa 一 Aditi と いう 過程 を 確認 する 。 発生 過 程 の 
報告 」 は , 4a に Perfekt (2 訪 7 が ge) が 用 いら れる 以外 , 基本 的 に Imperfekt に よっ て 表 
され て いる が , ここ で は Aorist が 2zzsf2 が 確認 (Konstatierung) の 機能 で 用 いら れ て いる 
この 第 二 代 Aditi か ら 神 々 が 誕生 し た と され , これ に よっ て , 1ab に お いて 設定 され た 主題 
ev2z2 7/222「 神 々 の (諸々 の ) 誕生 ・ 素 性 」 が 答え られ た こと に な る 。 神 々 は 2 の み @- 「 幸 
いな , 幸 を も た ら す 」 者 た らち で あり gz 娘 g の gz の が z- 「 不 死 (また は 不死 の 者 ) と の 繋が り 
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結び つき を も つ (また は : … を 親類 に も つ )」, つま り , 不死 の 種族 に 属す る 者 た ち で ある “。 


6 729 の ev2 2727 sg77/@ 4 の 777 の 90972 247577g72 | 


97@ し の 7727277 7 の 7 の 7ez77 の の の 7272 | 


神々 よ , 君たち が , あの 時 , (原初 の ) 海 の 上 に , 

よく 捕まり 合い な が ら 立 っ て いた 時 , 

その 時 , 君たち の (また は : 君たち か ら ) 激しい 据 ( 飛 束 ) が , 
踊る 者 た ちの [それ の |] よう に , 飛び 散っ て いた ダ ぎ 。 


「 神 々 の 誕生 ・ 素 性 」 に 関す る 経過 は 第 5 歌 を も っ て 終わ り , 次 に 。 現在 ある 世界 と そこ に 
いる 神々 の 誕生 の 情景 に つい て の 歌 が 続く 。 2-5 まで の 詩 の 提出 者 を 4 人 と 考え れ ば 。 6- 9 
に も 同じ 4 人 を 想定 する こと が で きる (第 3 歌 , 第 7 歌 に つい て ) 。 


sg7772- は 古典 期 の Skt. な ど で は 「 水 」 を 意味 する が , Veda 文献 で は 専ら 「 原 初 の 海 」 の 
意味 で 現れ る (一 注 34)。 男性 名 詞 7ez- は 「' 塵 , 頑 」 で ある が , 海 の 場 合 に は 「' 飛 涼 」 を 意 
味 し よう 。 こ れ に つい て は , 第 7 歌 で 検討 する 。「 踊 る 者 た らち 」 と は , 次 歌 に 現れ る Yati た 


ちと 考え る べき で ある 。 
7 29 er の 272YO 772 | 72227 少 の 272Y の 7 | 
47 の sg の 9 2 g7 の 72777 2 22 の 2 の 27727 の | 


神々 よ , 君たち が , Yati た ちら が [した] よう に , 
諸 世 界 を 充満 させ た 時 , 

その 時 に は , 君たち は , 海 の 中 に 隠さ れ て あっ た 
太陽 を , 運び 出し 了 え て いた 。 
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前 の 歌 の 踊る 者 た ち 」 を 別 の 詩人 が 受け て , それ は Yati た ら の こと を 言っ て いる の だ , 
と 解い て いる も ゃ の と 解 さ ん る 。 こ の こと は , 4 人 の 詩人 に よる 「 尻 取り 連歌 形式 」 (一 第 3 歌 
に つい て ) と いう 見 解 を 補強 する 。 ヵ 4- の 意味 する と ころ は 不明 で ある が ,“ 原初 の 聖 仙 
(2v た , が 7-, Y め -, 7g- : 一 第 1 歌 に つい て ) に 数 えら れる 者 た ちの 中 で , 特に 2- 「 計 
算 能力 , 紀 力 , 幻術 」 や の 発揮 に よっ て 知ら れ た 者 た ちと 考え られ る 。 


b の が yg ygg 「 諸 々 の 生物 界 ・ 世 界 を 充満 させ た 」 は, 動詞 pyg- の 「 何 か 
dnstr.) に よっ て 何 か (Akk.) を 満た す , 膨らます 」 の 構文 か ら 理 解す べき で ある 。 問題 は 
何 に よっ て 満た し た か , と いう 点 に ある が , 詩人 は , 既に 6d に 歌わ れ た zezz-, 即ち 「 神 々 が 

飛び 散ら し た 原初 の 海 の 飛 涼 」 を 念頭 に 置い て , これ に よっ て 「 諸 々 の 生物 界 ・ 世 界 を 充満 さ 
せ た 」 と 接 い で いる , と 解 さ れる 。 つ まり , 7ez- は , 一 般 に 7cz- (普通 P1.) 「 光 り 輝 
く 水 ( 菩 気 ) の 微粒 子 」 (WEBER Indische Studien 9。 1865, 9 n.1) と 呼ば れる も の を 指 
す と 推測 され る 。 み zer- は 中 空 に 充満 し , 太陽 光線 Cg た m.「 革 紐 , 手綱 , 光線 」) の 道 
を 通っ て 地 か ら 天 へ と 上 昇 し , 雨 と し て 地 に 戻る 。 万 物 の 生命 エネ ルギー と し て , 諸 世界 を 
循環 し な が ら 満 た す , 光熱 を 帯び た 水 の 微 粒子 の 起源 が . この 讃歌 に よっ て 語ら れ て いる と 
考え られ る : 丁 SAKAMOTO-GOTO “Das Jenseits und js 婦 の 妨 婦 - die Wirkung des 
Geopferten-und-Geschenkten′in der vedischen Rehgion” (Indoarisch, Iranisch und 


die Indogermanistik, 2000, 475-490) 476f., Funf-Feuer-Lehre (一 注 21) 161f. 参照 。 


cd 「 そ の 時 , 君たち は , 海 の 中 に 隠さ れ て あっ た 太陽 を , 運び 出し 了 え て いた 」 は 
の 2 の Zg7727 の (動詞 5g7/5 の Perfekt か ら 作 られ た Hmperfekt) に よっ て 表 さ れ て いる 。 海 
の 中 の 太陽 は 夜 の 太陽 の 観念 に 連 MOON 
万 の 7cr- の 活動 は 太陽 光 の 存在 を 前 提 と する 。 


G の 5724 の 7 の yO の 77e/ ア e / 太 娘 y 727zy2y の の 7 | 


の ev の 77 7 の の の 7 の 77 5 の /72 の 7 が の の 7 の 77777277 の 2777 の 5 の 7 | 
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Aditi の , か ら だ か ら 生 まれ た 
夫 だ ちば ま 8 人 人 | で あっ た | 
彼女 は , 7 人 と と も に , 神々 の も と へ と 去っ た 。 
[彼女 は ] Martanda を 捨て た "。 


Aditi*% か ら Aditya 神 た ち が 誕 生 し た こと を 言う 。Aditya 神 (Aditi の 息子 た ち ) は 7 人 
の 神々 か ら 成 り , イン ドイ ラン 共通 時 代 に 遡る 社会 制度 の 神格 化 を 背景 に 持つ 。 1 - 5 は 決 
まっ た 序列 を も っ て 現れ , 7 番目 の Daksa も 固定 され て いる : 1. Varuna, 2. Mitra, 3. 
Aryaman, 4. Bhaga, 5. Amsa, 6. 一 , 7. Daksa。 そ れ ぞ れ , 王権 , 契約 , 部 族 慣 習 
法 , 分 配 , (個人 の ) 取り 分 , …, 能力 (個々 の 職業 能力 : 一 第 4 歌 の 項 ) を 体現 する 


9 gp72 の 7 廊 の 4 か の 7 9 の の 7 ア 2 の 2 の 7 の 7 の の アツ 9 ア gg77 | 


の 7 の 727 //72472472 半 7 の 277797 7777277 の 777 2 の ヵ g7g7 


7 人 の 呈 子 た ちと と も ゃ も に, Aditi は 

原初 の 代 ( 世 ) の も と へ 去っ た 。 

子 格 の 為 に (子孫 を も た ら す べく ), 他方 また , 死 の 為 に ( 死 を も た ら す べく ), 
彼女 は Martanda を 連れ 戻し た 。 


最後 の 第 9 歌 は , 8cd を 具体 的 に 述べ , 8c の 「 神 々 の も と 」 と は , 「 原 初 の 世 ・ 世 代 」 で あ 
る と 「 解 か れ て 」( 一 第 7 歌 に つい て ) いる 。 突 き 詰め て ゆく と , 原初 の 時 代 を 神代 の 「 黄 金 
時 代 」 と する , ある 種 の 円 環 的 史観 が 背景 に 想定 され る 。“” 円 環 的 完結 が 継続 する 永遠 を 意 


味 す る と いう (も う 一 つの ) 観念 に つい て は 第 4 歌 に つい て の 項 参照 。 


7 の 722 の 2- は “772- の の g- 「 死 ん だ 卵 」 か ら の Vrddhi 派生 形 で , 死ん だ 卵 (即ち , 流産 さ 
れ た 未成 形 の 肉 の 塊 ) か ら 生 まれ た 者 」 を 意味 する 。 こ の 語 は Sayana 以来 一 般 に 「 鳥 」 と 解 
され , 太陽 と 説明 され る な ど し て きた が , 人 間 の 神 的 祖先 の こと で あり , 失敗 し た お 産 か ら 人 


(414) 
間 が 誕生 し た と いう この 神話 も , Aditya 神 た ち 同 様 , イン ドイ ラン 共通 時 代 に 遡る こと ( 新 
アヴェ スク タク 語 Gozo- 772727-, パフ ラヴ ィ ー Goyoz2g76 原義 「 死 すべ き プ 人 の , 命 」"), 
そし て , その 神話 の 詳細 が Yagjurveda 散文 に 語ら れ て いる こと を , 氏 . HOFFMANN 
Minchener Studien zur 寺 Sprachwissenschaft 11 (1957) 85-103 = Aufsatze zur 
Indoiranistik IT (1976) 422- 43899 が 示し た 。 Maitrayani Samhita [MS] 1 6,12, 
Kathaka-Samhita [KS] XI 6, Taittiriya-Samhita [TS] VI 5,6, Satapatha-Brahmana 
[SB] (Madhyandina- II 1.3 お よび Kanva- IV 1,3), そし て 井 狩 発見 の 新 資料 Vadhala- 
Srautasutra-Anvakhyana 1 4 (1 3,1) に 見 られ る 各 ヴ グ ヴァー ジョ ン の 詳細 な 検討 は 別に 発表 
を 予定 し て いる の で , 菩 文 資 料 か ら 知 られ る 神話 の 主たる モテ ィ ー フ を 紹介 し , 創造 神話 の 意 
味 す る と ころ を 考え る に 留め た い 。 


Aditi が 8 番目 に 身ごもっ た 胎児 は , 二 人 分 ( 二 神 分 ) の 体 を 持ち , 優れ た 存在 で あっ た 。 
先 に 生ま れ た 神々 は , 彼 に 支配 権 を 奪わ れる こと を 恐れ , 流産 させ る よう に 謀る 。 母 の Aditi 
は 流産 し た 子 Martanda (上 下 左右 両方 向 信 等 し く 人 の 身長 の 大 き さ を も っ た , 成形 され て い 
な いこ と ね 合わ せ た ゃ の 堂 : SB) の 存続 を 願い , 先 に 生ま れ て いた 神々 に 規 願 する 。 神 々 は , 
後 が 自分 た ち を 凌ぐ こと が な いよ うに と いう 条件 で (MS)。 また は , 彼ら の 役に立つ と いう 
条件 で (TS), 彼ら の 一 員 と する ( 彼 は Vivasvant と な り , 人 間 た ちの 祖先 と な る )。IKS, 8 
B で は , 彼 の 死ん で いた 部 分 を 切り 離し , 生き て いる 部 分 を 救う (死ん で いた 部 分 は 象 と な 
る ) 話 が 語ら れ て いる 。 


神々 が 恐れ る ほど の 能力 を 持っ た , し か ゃ , 球体 の 存在 . と いう こと で 想起 され る の は プラ 
トー ン の Symposion『 細 宴 一 恋愛 に つい て 一 』 に 於 いて , アリ スト パネ ー ス の 語る 恋愛 起 
源 説 中 に 登場 する 4 手 ・4 脚 ・2 顔 1 頭 (4 耳 ) … の 球体 の 人 間 で ある (189d-)。 本来, 人 
間 は その よう な 姿 (主として , 男 - 女 か ら 成 る “Androgynos”) を し て お 8 り , 体力 優れ 騎 慢 で 
あっ た が , 彼ら に 手 を 焼い た を オリン ポス の 神々 が , 自分 た ちの 役に立つ よう に , 二分 割 し て , 
今日 の 人 の 姿 と 成 し た 。 イ ンド に も その よう な 神話 が 知ら れ て いた (また は , 考え られ た ) こ 
と は , Brhadaranyaka-Upanisad T 4 の 冒頭 に よっ て 裏付け られ る 。 即ち , Atman は , 原初, 
男女 が 抱き 合っ た 大 き さ を も つ 人 間 の 次 を し て お り , 自身 を 二分 割 し て 子孫 を 作っ た 。"。RV 
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X72 の 創造 神話 で は , 生 と 死 , と いう 二 つ の 部 分 に 切り 分 けら れ , Androgynos の 場合 に は 
男 と 女 と に 分 割 さ れる が , 人 間 二 人 分 の 要素 か ら な る , 球形 の 有 能 な 存在 と いう 起源 は 類似 し 
CMNO 


Veda 散文 に 語ら れ , イン ドイ ラン 共通 時 代 に 遡る こと が 確実 な . この Martanda の 神話 を 
育 景 に 据え る こと に よっ て , 創造 讃歌 の 「 子 折 の 為 に , 他方 また , 死 の 為 に , 彼女 は 
Martanda を 運び 戻し た ・ 連 れ 戻 し た 」 の 意味 が 明らか に な る 。「Martanda を 連れ 戻し た 」 
は 人 類 の 祖先 が 地上 に 生き 返っ た こと を 言う 。*" 彼 は 地上 で 子孫 を 残し て ゆく が , 同時 に 死 
を 免れ な い 。IMartanda が 救 わ れ た 時 に 切り 捨て られ た 部 分 は 死ん だ 部 分 で あり , これ と 合 一 
する こと に よっ て , 彼 。 即ち 人 は , 元 の 完全 な 球体 に 戻る 。 死 は , 人 の 本 来 の 姿 へ の 回 帰 で あ 
る 。 ま た , 死 と の 合体 の 中 に こそ , 人 間 が 神々 の 一 員 と な れる 鍵 が 隠さ れ て いる 。 創 造 讃歌 
RV X72 は , この よう な Martanda の 神話 を 前 提 と し て , 子孫 を 作る こと に よっ て 生 を 維持 
する 人 類 と , その 個体 の 死 の 起源 と を 語っ て , 世界 , 神々 , そし て 人 類 の 創造 と その 円 環 と を 
見 事 に 締め 括っ て いる 。 | 


創造 讃歌 は 「 謎 の 歌 」 の 一 種 で あり , 最終 的 解 収 は あり 得 な い 。 更 な る 検証 と 発見 へ の 一 歩 
と し て , 翻訳 を ここ に 纏め て 掲 びる : | 


1 神々 の (諸々 の ) 生れ を , 今 , 我々 は 公言 し よう , 昨 揚 の 中 に , 
(以下 に ) 言 挙 げ さ れる (諸々 の ) 讃 辞 の 中 に , ひと が も し , (この ) 後 の 代 ( 世 ) に 見 
る こと に な る な ら ば (また は : 誰か が 後 の 世に 見 る こと に な る よう に )。 

2 brahman の 主 が これ ら を 鍛冶 屋 の よう に 溶融 (鍛造 ) し た 。 
神々 の 原初 の 代 ( 世 ) に 於 いて , 非 存在 か ら 存 在 が 生ま れ た 。 

3 神々 の 最初 の 代 ( 世 ) に 共 い て , 非 存在 か ら 存在 が 生ま れ た 。 | 
それ に 引き 続き , (諸々 の ) 領域 が か 生ま れ た 。 そ の 際 , 足 ( 足 の 裏 ) を 上 向き に 広げ た 者 
か ら 。 | 

4 地 が 足 ( 足 の 裏 ) を 上 に 広げ た 者 か ら 生ま れ た の だ 。 地 か ら (諸々 の ) 傾 城 が 生ま れ た 。 
Aditi (「 無 拘束 」) か ら Daksa (「 能 力 」) が 生ま れ た 。Daksa か ら は , また , Aditi が 。 


人 拓 と 死 の 起源 一 リグ ヴェ ー 制 人 謀 肉 X 72 一 ( 化 衣 彼 太 ) (27) 
Aditi は 実に 生ま れ た の だ , Daksa よ , 君 の 娘 で ある [Aditi は ]。 
彼女 に 引き 続き , 神々 が 生ま れ た 。 幸 を も た らし , 不死 を 繋 果 に も つ [神々 ] が 。 
神々 よ , 君たち が , あの 時 , (原初 の ) 海 の 上 に , よく 捕まり 合い な が ら 立 っ て いた 時 , 
その 時 , 君たち の (また は : 君たち か ら ) 激しい 頑 ( 飛 涼 ) が , 踊る 者 た ちの [それ の ] 
よう に , 飛び 散っ て いた 。 
神々 よ , 君たち が , Yati た ち が [ し た ] よう に , 諸 世 界 を 充満 させ た 時 , 
その 時 に は , 君たち は , 海 の 中 に 隠さ れ て あっ た 太陽 を , 運び 出し 了 え て いた 。 
Aditi の , か ら だ か ら 生 まれ た 息子 た ち は 8 人 [で あっ た ]。 
彼女 は , 7 人 と と も に , 神々 の も と へ と 去っ た 。 [彼女 は ] Martanda を 捨て た 。 
7 人 の 息子 た ちと と も に , Aditi は 原初 の 代 ( 世 ) の も と へ 去っ た 。 
子孫 の 為 に (子孫 を も た ら す べく ), 他方 また , 死 の 為 に ( 死 を も た ら す べく ), 彼女 は 
Martanda を 連れ 戻し た 。 


例え ば , OLDENBERc Religion des Veda (“1917) 277-280, 辻 直 四 郎 『 イ ンド 文明 の 里 』 (1967) 91-100 
な ど 参 照 。 更 に , GELDNER “Zur Kosmogonie des Rigveda mit besonderer Berticksichtigung des 


Liedes 10, 129"。 Universitatsprogramm 1908, Marburg, 5ff.。 
_ ヵ 2sgd2szyg と 呼ば れる こと が 多い が , この 呼称 の 典拠 は 不明 。 Anukramani は pgy7g と する 。 そ の 


意味 に つい て は GELDNER Zur Kosmogonie (一 注 1) 12f. 参照 (最終 的 に は Zustandsbericht 「 現 状 の 
記述 報告 」 と いう 訳語 を 当て て いる )。. 「 
日 .FALK “Die Kosmogonie von RV X72? WZKS 38 (1994) 1-22。 こ れ に 先 だ つ も の と し て は , 


THrgME “Zu RV 10.72", o-o-pe-ro-si, Fs.Risch (1989) 159-175 = KI.Schr. HI (1995) 939-955 が ある 。 


同様 の 場面 で Konjunktiy の 使用 は 多い 。 明 瞭 な 例 と し て は : が 4 67 の 7 太 婦 2 7 sov2g 「 俊 足 
の ダディ クラ ー を , 彼 を , だ が 今 , 我々 は 称え よう 」IV 39,1。 1 人 称 複数 形 に お ける Konjunktiv と 


_ Injunktiv と の 間 の 判断 に つい て は KK. HoEFrMANN Der Injunktiv im Veda (1967) 254。 


一 人 称 単 数 に お いて は , Injunktiv お よび Indikativ に Koinzidenzfall (KoscHiMrEDER 一 HOFFEMANN) の 
機能 が 想定 され て いる , cf. HOFFMANN (一 注 4) 251ff.。 同 所 が 筆頭 に 挙げ る 』 164,26 2 z sp の 
vocg が 7 それ (以上 の こと ) を 私 は , また , (ここ に ) 公言 (宣言) する 」 を 複数 に 置き 換え れ ば 4 


_ yocgzg 以外 の 形 で は あり 得 な い 。 
お そら く ぐ *5/-o-。 例え ば 訪 zo- く 多め zo- n.「 空 , 欠乏 」 参照 。 Cf な 72zg- n.「 生 まれ つき 」YSP 十 。 


CE. GOTO “Vasistha und Varuna” (lndoarisch, Iranisch und die Indogermanistik, 2000, 147- 
まま 1) 0962 上 、, 
Goro 「Rgvedisch ypgzy な -, ypgzy2- und ypgzy2 が ge”,。 HH 32 (1989) 281-284 ( 当 論文 に 対す る 
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OBERLrEs Historische Sprachforschung [ 旧 KZ] 105, 1992, 16f. の 反論 は 論理 を な し て いな い 。 こ れ 
を MAyRHoFER Etymologisches Worterbuch des Altindoarischen II 81 [1992], 558 [1995] が 引用 
する こと は 適切 さ を 欠く ), 更に FArk (一 注 3) 2f. (文献 の 呈示 あり ), GorO (一 注 7) 153f. : 1.4.1. 参 
特に , THmEME KIL.Schr.157ff. の 文献 学 的 部 分 , 更に MAYRHorER Etym.Wb. s.v. (1993) 参照 。 
実在 す る , 現実 と 合致 する 」, 即ち 「 実 現す る 」 (および, 「 常 に 存在 する , 存続 する 」) : GoTO “Zur 
Lehre Sandilyas ー グ wischen Brahmana und Upanisad ー” (Langue, style et structure dans le 
monde indien. Centenaire de Louis Renou. 1996 [1997] , 71-89) 76f. (先行 版 : Sandilya の 教 説 再 
考 一 Brahmana と Upanisad と の 間 一 」『 今 西 順 吉 教授 本 暦 記 念 論集 「 イ ンド 思想 と 仏教 文化 」』, 1996, 
860-844 : 857f),「 サ ッ テ ィ ヤ sgp み - ( 古 イ ンド アー リヤ 語 「 実 在 .) と ウー スイ ア 6ogozo ( 古 ギ リ シ ャ 
語 実体 」) ー イ ンド の 辿っ た 道 と 辿 ら な か っ た 道 と 一 」『 古 典 学 の 再 構築 ・ ニ ュー ズレ ター」』 第 9 号 , 2001 
年 7 月 。 26-40, 特に 33-36。 
DELBRUCK Altindische Syntax (1888) 561f., 568f., HETTRICcH Untersuchungen zur HHypotaxe im 
Vedischen (1988) の 該当 各所 参照 グ ヴェーダ 散文 に お ける 同様 の 例 は OERTEL Syntax of the Cases 
(926) 55ff. に 集め られ て いる 
Tr (一 注 3) 160 は , 知覚 動詞 の 構文 中 で , 疑問 代名詞 に 代わ っ て 用 いら れる 関係 代名詞 を 想定 し 
「 誰 が 誰か が , 後 の (我々 の ) 代 に , 見 る こと が で きる か [を 試す 為 に ]」 と 訳し て いる :“[um zu sehen,] 
wer sie loder: "ob einer sie (die Ursprunge)」 in einem spateren (d.h. "unseren') Zeitalter zu 
schauen vermag”。“vermag” を 用 いる の は GELDNER も 同じ で ある が , Konjunktiv の 翻訳 に は 不 的 確 
で ある 。 | 
Pada a は 一 音節 不足 し て いる 。THEME (一 注 3) 168 n.17 は e2 万 と 補い , FALk (一 注 3) 5 は ez 
語末 の 4 を 二 音 節 に 読ん で いる 。 前 者 は 語順 の 点 で も RV の 伝承 の 点 で も 考え が た く , 後者 は 中 性 複数 
の 代名詞 の 語末 (Ausgang) が 二 音 節 に な る 動機 も 類例 も 知ら れ な いこ と か ら 採 り が た い 。OLDENBERG 
Noten z.St. の よう に “unterzahig” と し て お お くべ べき で ある 。e 太 は 何れ に し て も 中 性 複数 と 考え られ る が 
(例え ば , 3 音節 の Instrumental ez2 と いう よう な 形 は 知ら れ て いな い )), その 指示 内 容 に つい て は , 本 文 
で 触れ る (一 注 1 の 。 
ZuSamnmenschweiBen : RAU Metalle und Metallgerate im vedischen Indien (1974) 28。 各 翻 訳 も 同 
様 : GRASSMANN, GELDNER, KRICK Feuergrundung 283,THrEMg ご 注 3 : “schmiedeten zusammen)。 
パー リ 語 sgz- の 2 が, so7- の oz 婦 - は ,。 仏典 (AN,。 MN) で 明瞭 に こ の 意味 で 用 MY も 北 の ん ま 
SAKAMOTO-GOTO Minchener Studien zur Sprachwissenschaft 44 (1985, Festgabe K. Hoffmann 
1 174-176。FALK (一 注 3) 5 は X81,3 (- 次 真 に 引用 ) の 解 邊 に 基づい て この 見 解 を と り , “schmolz 
zuSammen” と 訳し て いる 。LUDwric HH (1876) 576 も 同様 の 訳 を 示す (“hat zusammen geschmolzen" 
cf. V 442)。 動 詞 2 /Z27f「 吹 く ,。 吹き か ける , 風 を 送る 」 が 溶 藤 ・ 金 属 精 錬 を 意味 する の は , 輔 を 使 
うこ と (普通 は 革 袋 が 7 を 用 いる 。 本文 に 引く X81.3 を も 参照 ) か ら 来 て いる 。sgz- の 2 /22zf の 解釈 
に は , 更に , 「 溶 融 に よっ て , [も の を ] 構成 し て (5gz) 作る 」 と いう 可能 性 も ある 。 こ の よう な 意味 の 
sgzg に つい て は ., 例え ば sg-sAg7/s 婦 (もの を ) 構成 し て (構成 要素 を し か る べき 位置 に 配置 し て ) 作り 
上 げ る 」(cf. 後 朋 敏 文 「 サ ッ テ ィ ヤ と ウー スィ ア 」[ー 注 10] 37f) 参照 。 
grygp「( 祭 式 用 の パン ケー キ を 作る 為 の 玄米 ・ 大 麦 を 必要 な 分 だ け ) 取り 分 ける 」 一 「( パ ン ケ ー キ を ) 
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人 類 と 死 の 起源 一 リグ ヴェ ー ダ 創造 讃 王 X72 一 (後藤 敏文 ) (429) 


準 備 し て [焼き 上 げ , … 分 割 し て …] 献 供する 」, ヶ /2p ヵ 「( 犠 牲 上 獣 を ) 掴ま を える 」 一 「( 犠 牲 上 獣 に ) [ 犠 
牲 祭 の 一 連 の 行為 を 加え て ] 献 供 する 」, yy2 Agzs/7s「 大 麦 を 耕作 する 」: 恒 を 引く [, 種 著 き を する , 
… 収穫 する ], yg sec/sic 「 ヴ ァ ジ ュ ラ ( 梶 棒 ) を , ( 浴 か し た 鉄 を 鉄 床 の 上 に ) 注ぎ [鍛造 する ]」 な 
ど 。 GOTO “Funktionen des Akkusativs und Rektionsarten des Verbums" (Indogermnanische 
Syntax,。Wiesbaden 2002, 21-42) 40f. 参照 。 


旋 42 と 取る : Sayana, CHARPENTIER, 日.-P. SCHMIDT, BRERETON,。 VARENNE (詳し く は FArk 5 n.14), 


更に , HILLEBRANDT, STRUNK Anusantatyai (Fs.Narten, 2000) 259 : 一 - 45 の 7 ・ KRICK,FALK : 一 
"diese Welten" : GELDNER、。 LUDWIG, GRASSMANN (“dies AIIP ) , ScHROEDER。 DEUssEN 
(HILLEBRANDT Lieder des Rgveda 129 n.2 に よる ), N. BRowN India and jndology 47 (JAOS 
1965), THrEMEg (一 注 13 : “Dinge hier [die Welt]?) : 一 天 と 地 (Du. と 取る ) RENou EVP XVI 
142, N. BROWN (共に 可能 性 と し て 指摘 )。 

創造 讃 王 多 81 (Visvakarman) に つい て , 以下 の 本 文 を 見 よ 。 vAN BUrTENEN “Pc み o7z の ozg77 
Indian Linguistics 16 (1955) 157-162 は Chandogya-Upanisad VI に 繰り 返し 現れ る ygc み go7zg77 
YX27o 27g の 7eyg を yo の 後 で 文 を 区 切り , お よそ 「 個 物 は こと ば に 始ま る 」 程 の 意味 に 解 し て , 古 
代 イ ンド に お ける 「 こ と ば に よる 創造 」 の 観念 に 僕 れ て いる (更に IT 2, 1958, 295-305, KurpER IT 1, 
1957, 155-159, IT 2, 306-310 に 議論 が 続い た )。 し か し , この 文 は 「 変 様 (変容 物 ) は こと ば に よる 捕 
提 (把握 ) で あり , 名 付け で ある 。『 土 」 だ けが 真実 在 [szpz-] で ある )」 と 解釈 すべ き で あり , 創造 説 
を 直接 問題 と し て いる よう に は 思わ れ な い : 後藤 敏文 「v2c み gzg が Yo zo の が eyg」『 イ ンド 思想 
史 研 究 』 6 (服部 正明 博士 退官 記念 論集 ), 1989, 141-154。VAN BUrTENEN は , 同 論文 に お いて (特に 159 
f), RV の 創造 讃歌 81, X72 に も 言及 し て いる が , 漠然 と し た 参照 に と ど ま っ て いる 感 が ある 。 更に , 
IN. BROWN “The creative role of the Goddess Vac in the Rg Veda", Pratidanam, Fs.Kuiper 
(1968) 393-397= India and Indology (1978) 75-78 参 照 。 

THmEMg (一 注 3) 160ff. が 主張 する よう な 「 論 争 」 が 描か れ て いる の で は な い 。TmrEwg は 7 人 の 論 
者 を 仮定 し , 最終 第 9 歌 を Siddhanta の 見 解 (定説 ) と 解 収 する 。FArk 18f. は 複数 の 詩人 に よる 連作 の 
構造 Cconcatenatio") 自体 に は 明確 に 言及 し て いる 。 因みに, 相手 の 歌 の 後半 部 を 前 半 に 引い て , 後半 
に これ に 対置 し て 自説 を 述べ る 論争 形式 の 歌 が Setaketu-]ataka(No.377)G. 4-6 = Uddalaka-]ataka(No. 
487) G. 2-4 に 見 られ る (cf. ScHNErDER HIT 7, 1963/1964, 162)。 

g72z9- の 用 例 は , FALK が 確認 する 通り , 「 そ の 面 を 上 に 向け た , 上 向き に 拡げ た 」 と 解釈 すべ きも の が 


殆ど で で ある 。 し か し , 72z4-4257g- (アヴェ スタ 7 太 zg-Zgsy729-) は ギリ シャ 語 xgcooc @veok@y。 ラテ ン 


語 pg/7zgy 7ezgezs と 共通 の , 敬意 を 表す 時 の 古い 風習 を 引く も の と 考え ん る べき で あり (KAagcr Der 

Rigveda, “1881, 183 n.173, 後藤 『 印 度 學 作 教 移 研 究 』 39。 978 : 仏教 の 施 無 太 印 abhaya-mudra に まで 
連なる 可能 性 も 考え られ る ), その 際 , 堂 が 水平 方 向 に 拡げ られ て 上 を 向い て いる か , 指先 が 上 (また は 外 
へ ) 向け られ て いる か , と いう こと は 語形 ・ 語 義 の 問題 と は 関わ ら な い 。 zz4- は , 元 来 は 名 詞 
QNom.ag.) で 「 外 へ 広がる , 開く (や も の )」 を 意味 し た が (AiG HL-2 727: < oz6-), VAdj. と 再 解釈 さ 
れ , 語根 gz に 二 次 的 な set 語形 (Pass. ぬ 27e な ど ) を も た らし た , と 考え られ る , cf. p 妨 4- :: の カ ア 97e 
一 72@- :: テ 。 

2 が - は 「 無 拘束 , 目 由 」, 就 中 「 罪 か ら の 自由 」 と 解 さ れ て いる , 特に BRERETON The Rgvedic Adityas 
(1981) 196ff. 参照 。 こ の 種 の 複合 語 の 場合 ., ア クセ ント 位置 に よっ て その 種類 を 決定 する こと は 事実 上 で 
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き な い が (cf. AiG II-1 231, 293, LEBERT - な 117 な ど を 参照 ), 原則 的 に は Karmadharaya 複合 語 
「 非 拘束 」 を 示唆 する か と 思わ れる 。 し か し , 神 名 , 個人 名 に 多く 見 られ る , Vokativ を 介 し て の 語頭 へ の 
アク セン ト 移 動 (KuRyLrowicz Etud. indoeur. 182,192, Idg.Gramm. HH 92f.. HOFFMANN Autfs. 23, 
TrEME KISchr. 1054ff., GorO Gs. Kurylowicz 370 n.15) を 考慮 すれ ば , 本 来 の アク セン ト 位置 が ど 
こ に あっ た と し て も , Bahuvrihi 複合 語 「 結 び つ き ・ 拘 束 を も た な い 」 か ら 導 く こ と も で きる 。 この 語 
アヴェ スタ の 女神 Anahita が 語義 的 に 関連 する こと に つい て は GoroO Vasistha und Varuna (一 注 7) 
160f. 参照 : 取 ち , zz2z72- は , これ まで 「 汚 れ の な い 」 と 解 息 さ れ て きた が , 「 縛 られ て いな い , 自由 な 」 


を 意味 する 。 更 に, OETTINGER “Die Benennungsmotiv der iranischen Gottin 4z277 訪 (rmit einer 
ヽ 
/ 


Bemerkung zu vedisch Aditg)", Minchener Studien zur Sprachwissenscha 
KELLENs “Le probleme avec Anahita", Orientalhia Suecana 51-52 (2002-2003) 317-326 参 照 。 「 無 拘束 」 
で ある 女神 Aditi は 「( 群 の 制約 を 超え て ) 自由 に 歩き 回 る 牝 生 」 と いう 観念 の も と に , も ゃ う 一 つの 女性 原 
理 で ある Virai と 同 置 され る に 至る (RV VIIHI 101,15 等 ), cf. SAKAMOTO-GOTO “Zur Pntstehung 
der Finf-Feuer-Lehre des Konigs janaka", Kultur,。 Recht und Pohtik in mushirmnischen 
Gesellschaft 1 Akten des 27. DOT, 2001, 161f. n.12。 

vo が sg7 の - は vos の - と と も に 印 欧 祖 語 の 中 性 名 詞 *g- gy 「 年 」 に 遡る 。yg7s4- 「 仔 后 」 は その 年 に 生ま れ た 
当 歳 の 牛 の 意味 で , 次 の 年 の 仔牛 が 生ま れる まで の 期間 が 一 年 で も むっ た こと に な る 。 千 の 妊娠 期間 は 10 ヶ 
月 で あり , 毎年 決ま っ た 時 期 に 仔牛 が 生ま れる よう に 配慮 され て いた こと が 伺わ れる , cf. AB IiV 14,1 
S972D の SG7@-S977V975976 V27 7e77 sg /2gfe 「 一 年 が 経つ ご と に , retas は , 注 が れる と , 生ま れる の 
だ 。。 更 に cf. 0 満 一 年 間 」。 

この 観念 が 明瞭 に 述べ られ る 例 と し て , Br. 後期 の 例 か ら で は ある が SB XI 1,2,12 を 挙げ る こと が で き 
る : 娘 の の Ag V @g7e gev2 gy. | s2 ygd872 /e sg が vg7sg7 の 7 が 7 の の 7 の 7 が 27772 gs. s2ZV2 が が Y の 7 
s27vg が so7 の 7. の vg77 V2 9 人 soy の 2. 672zO 72yyg ん so ア Py2 太 s77277 の 2v2 が か 6soyy の /o ん 2 「 神 々 は , 始め は , 
死す べき 者 た ちら で あっ た の だ 。 そ れ が , 彼ら が 一 年 間 に 到 達する や 和 否や, する と [その 暗 間 か ら 1 彼ら は 
不死 で あっ た 。 一 年 間 は 完全 な や の な の だ 。 完 全 な も の は 不滅 な の だ 。 こ の こと に よっ て , また , つま り , 
彼 に よっ て な され た 善い 行為 Gs 妨 2- 「 祭 式 と 布施 の 効力 」) は 不滅 に な る , [ 彼 の 死後 の 」 世界 は 不滅 
に [な る ]」(Daksayana「Daksa の 行程 」 と いう 特別 な 新 ・ 満 月 祭 を 行う こと に よっ て , 15 年 間 で 30 年 間 
分 , 即 ち 360 回 [一 年 間 ] の 新 月 祭 と 満月 祭 と を 達成 する こと に な る , と 理由 づけ る 文脈), 更に XII 
1.2,3, XH 1,3,22。 一 年 間 が 連鎖 の 一 つの 環 を 完結 させ る こと に つい て は cf. JB 1 307:9 三 II 410:3 
SV の 7 の 7 の 7 太 人 57277 7722 の yg が gcg7「 一 年 間 は 食物 を 全て (残り 無く ) 熟 さ せる 」, AB IV 13-15 ( 繰 

り 返 し svgs7 sg が vg が 6 の 79sy の の の の 7 が 95 が fe 「 無 事 , 一 年 間 の 向こう 岸 に 到達 する 」 手 段 が 語ら れる 。 注 22 を 
ゃ 参照 の こと 。AB TB と も に Mahavrata に 関す る brahmana の 箇所 ) 。 

第 1 の Purusa と 第 2 の Purusa, お よび , 両者 を つなぐ Viraj と の 関係 を どの よう に 解釈 する か , と いう 
問題 は , Veda の 神学 者 た ちの 間 で 議論 され て いた も の と 思わ れる 。 そ の 解答 の 一 つが , 例え ば , Janaka 
王 の 5 火 説 (SB XI 6,2,6-10) の 中 に 見 られ る こと を 本. SAkAMoro-GoTO Finf-Feuer-Lehre (一 注 21) 
162: 8 3.1., 167: 8 5. が 指摘 し て いる 。 

72 のみ 9 の - の 語義 に つい て は OLDENBERc KI.Schr. 843ff. 参照 。 

THrEME (一 注 3) 171 は ZZ7gpgzg7- を “deren Ursprung das Leben ist” と 訳し , ヵ 42zgz- を 「 有 ・ 
起源 へ の 結び つき 」, 即ち , 家系 の 起源 ・ 由 来 ("Verbindung zum Nabel / Ursprung”, d.h. der 
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人 頻 と 死 の 起源 一 リグ ヴェ ー ダ 創造 讃歌 X 72 一 (後藤 敏文 ) (431) 


genealogische Ursprung) と 注 秋 する 。FALK は 更に 一 歩 を 進め , 「 不 死 の 者 , 即 ち 水 た ち , の 中 に 膳 の 

緒 を も つ 」 と 解 し て いる 。FArk の 指摘 する RV X 95,18b 訪 の gz の zz- (FEALK に よれ ば 「 有 の 緒 に よっ 
死に 結び つい て いる 」: 地上 の 王 Puriravas の こと ) は 明瞭 な 対 概念 で も る が , pgzgzz- を 「 腕 の 緒 」 

と 取る より ゃ も , 他 の 用 例 一 般 に 條 い 「 結 び つ き 」, し か も 「 親 族 , 親類 , 一 族 」 の 意味 に 取り , 「 不 死 を 親 

類 に も ゃ つ 」 を 不死 の 一 族 に 属す る 」 の 比 只 的 表現 と 考え る 方 が 自然 で や ろう 。 

@ の yg77 お よび 現在 語幹 2- に つい て は , GorO Die 年 . Prasensklasse” im Vedischen (1987。 21996) 

92 参 照 。 


CE. MAYRHOFER Etymologisches Worterbuch des Altindoarischen HI sv. (1994), TAMisoN The 


る マテ テー ムー だ っ 


( 祭 官 ・ 学 者 の 族 名 の 一 と 解す る 説 を 支持 ) 。 


Kavenous yenas and the Wounded Sun (1991) 54-57 
後 朋 『 イ ンド の 夢 ・ イ ンド の 愛 』 (1994) 21 n.7 参 照 。 
GOTO Vasistha und Varuna (一 注 7), 特に 151ff. 参照 。 
の の 9 gy に つい て は HOFFMANN Aufs. 431 n.29, 更に GorO Anusantatyai (Fs.Narten, 2000) 84 n.17 
7 が - に つい て は 注 21 参 照 。 
特に , BRERETON The Rgvedic Adityas (1981), GoTo Vasistha und Varuna (一 注 7) 159ff. 参照 。 
固定 され て いな いも う 一 つの 神 (当然 自由 に 使え る 6 番目 に 入る と 思わ れる ) と し て は , Indra, Savitar, 
Marut た ちら な ど が 挙げ られ る (cf. BREREToN 2)。 社 会 制度 上 の 重要 概念 が 神 と し て 表象 され て いる 背景 
。 祭 紀 了 級 が 「 文 書 」( こ と ば ) を 専ら 管理 し て いた と いう 社会 の あり 方 が 想定 され る (GorO 159)。 
後 の Brhadaranyaka-Upanisad IV 3,32 sz eo み os722yg77o pgvg が | esg ozg7o&2 カ sg72797 や 同 
様 の 意味 で 解す べき か と 思わ れる 。 即ち. アク セン ト の 伝承 され て いる Madhyandina 版 (IV 3.31) で 
は sg7772 @ko み os722yo7o.、 2vg が ( |) es2 か gzo/o2 sg が 727 と な っ て お り , 定 動詞 2ygg に アク セ 
ント の ある こと か ら , これ が 文頭 に 当たる と 解 釈 され る (danda は 学習 用 の , 一 種 の pratika で あり , 文 
の 切れ 目 と は 関係 な い ) : 「( 原 初 の ) 海 (cf. 本 稿 第 6 歌 ) に お いて は , 見 る 主体 は 唯一 で あり , 相対 性 を 
も らち ませ ん (唯一 存在 し ます )。 な る の で す (現れ る の で す , 値する の で す ), これ (原初 の 海 ) が ブラ 
ンマ ン の 界 に (/ と し て )。 犬 王 
72972727- (は aaV. 7zg727g- ( ぐ く 2772-)。 gsg- ( 三 Ved. のみ 7g-) 「 死 すべ き 者 」 か ら individualisierendes 
Suffix ( 特 化 の 接尾 辞 ) - ヵ - て 作ら れ た 語形 で ある , cf. HoFFMANN Minchener Studien zur 
Sprachwissenschaft 6 (1955) 36 テニ Aufsatze 379。 「 
英訳 版 : German Scholars on India, II (1976) 100-117 = Aufs. III (1992) 715-735。FALk ( 一 注 
3) 15-18 が 述べ る 所 は , HOFFMANN の 論文 と ヴェ ー ダ 散文 の 原典 と の 正確 な 理解 に 基づい て お ら ず , 理 
解 し 難い 内 容 で ある 。 
Y. IKARI “A Survey of the New Manuscripts of the Vadhala School 一 MSS. of K1 and K4-” 
(Zinbun 33, 1998 [1999], 1-30) 25f。 | 
yg が -9eg72- : Cf. deg- 「 肉 体 」( た だ し , Veda 語 に は 無し , Aranyaka 十 ) 。 
A. GOTZE “Eine orphisch-arische Parallele", Zeitschrift fir Buddhismus 4 (1922) 170-175。 cf. 
HOFFMANN Aufs. 436 n.35。 
原 実 ' 慈 心 力 」 (国際 仏教 大 学院 大 学研 究 紀要 』 3, 2000, 9-47) 12 は , 仏典 の Vesali 建設 神話 (パー リ 
注釈 文献 と 江 訳 善 見 律 昆 店 沙 ) か ら , バー ラー ナス ィ ー の 第 一 王妃 が 肉 塊 (zzsg-pes7-) を 産む 話 を 紹介 
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し レ し て い る 。 箱 詰め に され , 川 に 流さ れ た 肉 塊 は 苦行 者 に 拾わ れ , や が て 黄金 の 男子 と 女子 と に な る 。 同 論 
文 は , 他 の 和 肉 塊 誕生 主 に ゃ 言及 し て いる 。Purusa-Sukta で は , 最初 の プル シャ に つい て 「 人 (Purusa) 

は ( 北 ) 千 の 頭 を 持ち , 千 眼 で あり , 千 の 足 を も つ 。 彼 は 地 を あら ゆる 場所 で 二 い , 十 指 分 は み 出 し て 
立っ て いた 」 と 歌わ れる が (RV X 90,1), 原初 の 超 能 力 体 と いう 意味 に 限れ ば , 同じ 観念 に 連なる 方 向 
性 の も の と 解 さ れる 。 更に, Visvakarman に つい て , 第 2 歌 に つい て の 項 参 照 。 人 『 西 西蔵 石 窒 遺 跡 』 中 
国 ・ 四 川 連合 大 学 [ 堆 狂 , 李 永 憲 ], MRP 頼 富 本 宏 監修 。 集 英 社 1997,p.76 
図 149 [cf. 解説 p.115 : 奥山 直 司 ] に Androgynos を 思わ せる 壁画 が 紹介 され て いる 。 単 な る 見 世 物 の 一 
シー ン に 過ぎ な いか も し れ な い が , この 絵 の 背景 を 検討 する 価値 が ある か と 思わ れる 。) 
の 


2 ヘリ うー リキ モエ し ヒ )ー 本 7N 圧 を 『 


Purusa の 場合 に は 地上 に 再び 生 し た (pgzyg り : RV XX90,4 7 の 7 の の 2 gg 
ye2 が gyg7 pg の 「Purusa は , 三 足 (4 分 の 3) を も っ て , 上 へ 向かっ て 出 て 行っ た 。 役 の 一 足 (4 分 


の 1) は と ここ (地上 ) に 再び 生じ た 」。 


(東北 大 学 大 学院 教授 ) 
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